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はじめに
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• ＪＳにおける新技術開発・導入の意義

– JSの技術開発は、「下水道ソリューションパートナー」

として、地方公共団体のニーズに応え、信頼性が高く、
低コストの新技術を開発・実用化、導入することが求
められている。

• ＪＳにおける新技術開発・導入のツートップ

– 共同研究制度＆新技術導入制度

• 共同研究実績（昭和59年度～）：215件（H27.7現在）

• 登録新技術（H23年度～）：17件（同上）

– B-DASHプロジェクトの実施＆実証技術の導入

• 実績（H23年度～）：10件（同上）
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ＪＳにおける新技術導入制度
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ＪＳ新技術導入制度の概要

－3－

【選定申請～選定までの標準的な所要期間】Ⅰ類：2ヶ月程度、Ⅱ・Ⅲ類：3ヶ月程度
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登録済み新技術－水処理関係－
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（H27.6末現在）
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登録済み新技術－汚泥処理関係－

－5－

（H27.6末現在）

＊：圧⼊式スクリュープレス脱⽔機
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導入実績と導入促進に向けた取り組み
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• 登録済み技術の導入実績（H27.7現在）

– ５技術について、計13施設に導入

• 導入促進に向けた取組み（予定）

– 登録済み技術のPR強化（リーフレット作成等）

• 総合事務所主催等の会議での配布、内容紹介

• JSホームページへの掲載

• JS設計部署等への説明会の開催

– ガイドライン等の整備（JS内部向け）

• 導入検討方法、新技術導入仕様書（仮称）等

– 地方公共団体への技術提案の実施

• 新技術Ⅰ類登録済み技術を対象に実施検討中
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ＪＳにおける

B-DASHプロジェクトの実施状況
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下水道革新的技術実証事業(B-DASH*プロジェクト)
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＊ Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project

（出典）国土技術政策総合研究所下水道研究部下水処理研究室HP

省エネ・創エネ化を推進する、低コストで効率的な革新的技術の研究開発
国が主体となって、実規模レベルの施設で技術的な検証を行い、ガイドラ
インを作成し全国展開
革新的技術の一般化・標準化を進め、海外普及展開を見据えた水ビジネス
の国際競争力の強化

目的

体制
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B-DASHプロジェクトの実証テーマ

－9－

（平成26年度公募テーマまで）

（出典）国土技術政策総合研究所下水道研究部下水処理研究室HP
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JSにおけるB-DASHプロジェクト取組状況
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実施

年度
公募テーマ 実証事業名 実施者

H23～

H24

バイオガス回収・精製・
発電、水処理(固液分離)

超高効率固液分離技術を用いたエネル
ギーマネジメントシステム技術実証事業

メタウォーター㈱・JS 共同研究体

H24～

H25
栄養塩(窒素)除去

固定床型アナモックスプロセスによる高
効率窒素除去技術実証事業

熊本市・JS・㈱タクマ 共同研究体

H25～

H26
バイオマス発電

下水道バイオマスからの電力創造システ
ム実証事業

和歌山市・JS・京都大学・西原環境
㈱)・㈱タクマ 共同研究体

H25 管きょマネジメント
高度な画像認識技術を活用した効率的な
管路マネジメントシステム技術実証事業

船橋市・JS・日本電気㈱ 共同研究体

H26～

H27

省エネ型水処理
(標準活性汚泥法代替技術)

無曝気循環式水処理技術実証事業
高知市・高知大学・JS・メタウォー
ター㈱ 共同研究体

H26～

H27

省エネ型水処理
(高度処理代替技術)

高効率固液分離技術と二点DO制御技術
を用いた省エネ型水処理技術実証事業

前澤工業㈱・㈱石垣・JS・埼玉県 共同
研究体

H26～

H27

ICTを活用した戦略的維持
管理

ICTを活用したプロセス制御とリモート
診断による効率的水処理運転管理技術実
証事業

㈱東芝・JS・福岡県・(公財)福岡県下
水道管理センター 共同研究体

H27

新規

バイオガスからCO2を分
離・回収・活用する技術

バイオガス中のCO2分離・回収と微細藻
類培養への利用技術実証事業

㈱東芝・㈱ユーグレナ・日環特殊㈱・
㈱日水コン・JS・佐賀市共同研究体

H27

新規
設備劣化診断技術

ICTを活用した下水道施設の劣化状況把
握・診断技術の実証事業

㈱ウォーターエージェンシー・日本電
気㈱・旭化成エンジニアリング㈱・
JS・守谷市・日高市 共同研究体

H27

新規

陥没の兆候を検知可能な
技術

車両牽引型深層空洞探査装置の実用化に
向けた技術実証事業

川崎地質㈱・JS・船橋市 共同研究体

注）各実証事業は、国土交通省国土技術政策総合研究所からの委託研究として実施。太字は実証研究完了、ガイドライン公表。
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無曝気循環式水処理技術実証事業
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無曝気循環式水処理技術実証事業
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高効率固液分離技術と二点ＤＯ制御技術を用いた
省エネ型水処理技術実証事業
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高効率固液分離技術と二点ＤＯ制御技術を用いた
省エネ型水処理技術実証事業
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ICTを活用したプロセス制御とリモート診断による
効率的水処理運転管理技術実証事業
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ICTを活用したプロセス制御とリモート診断による
効率的水処理運転管理技術実証事業
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おわりに
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ご清聴ありがとうございました
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